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1. はじめに
I感情表現辞典J(中村 明著 東京堂出版 1993)では、日本語の感情表現を、
喜・怒・哀・怖・恥・好・厭・昂・安・驚の10類及びそれらの複合感情に分類し、そ
れぞれの項目に感情を表す語句と表現を配しているが、“気が答める"は語句として
所収されており、‘厭. [嫌・憎い・悔しい・因る・憂欝・しょげる・苦しい〕の項目
に分類されている。この項目に分類されている他の「気Jの慣用表現は、“気に入ら
ない"“気に食わない"“気が欝する"“気が重い"“気が沈む"の 5例であるが、類義
性の観点からは、“気がヲ|ける"に近い。しかしながら現実の世界では、“気がとがめ
る"は“気が引ける"に比して使用されることが少ないようであり、実際に文献で用
例を探してみても、出現率はかなり低い。また、“自己の良心と罪の意識"という前
提を意味として持つ点で、“気がヲ|ける"と意味はかなり異なる。さらに、容易に英
訳できる語句であるとは言いにくく、日本的な微妙な感情を意味として有している。
例えば、 rCOMMUNICATINGWITH KIJ (Jeff Garrison/Kayoko Kimiya 講談社イ
ンターナショナル 1994)では、“気がとがめる"の英訳として、“kiblames (itself)" 
という直訳と共に、“beconscience-stricken. repentant"“blame oneself"“feel a pang 
of conscience， guilty. sorry. remorseful"“regret"などの訳が掲載されている。ルー
ス・ベネデイクトは著書『菊と刀jの中で神の前の良心や罪の意識に基づく西欧型の
「罪の文化」や世間体に基づく日本型の「恥の文化」を提唱したが、“気がヲ|ける"は
後者の概念で説明を比較的しやすいと言える。しかし、“気がとがめる"はこれらの
三分法的思考ではわりきれない文化的要素を内包しているのではないか。そのような
仮説を立ててみることから本研究を始めた。
そこで、本稿では、感情表現としての「気がとがめるjを取り上げ、主要な辞書に
おける意味の記述を確認した上で、実際の用例を整理し、意味用法の分析・記述の結
果を報告することを目的とする。
???
2.辞書における意昧の記述について
ここでは、辞書における「気がとがめるjの意味の記述を考察しておくことにする
(他の気の慣用表現による言い換えがある場合はその意味を※の後に併記した)。
① f国語大辞典第一版J(尚学図書編集部編小学館 1981) 
心の中にやましさを感じる。何となく気おくれがする。気が差す。
※気が差す:心の中にやましさを感じる。何となく気おくれがする。気が空会める。
② I広辞苑第五版J(新村出編岩波書庖 1998)
自分の気持にやましさを感じる。気が差す。
※気が差す:心にひっかかることがあって、素通りできない。うしろめたい感じ
になる。気が答める。
③ f日本国語大辞典J(梅棒忠夫・金田一春彦・阪倉篤義・日野原重明監修 講談
社 1994)
後ろめたさを感じる。なんとなく、申しわけない感じがする。 felguilty 
〈用例〉陰口をして 。
④『学研国語大辞典 第三版J(金田一春彦・池田弥三郎編 学習研究社 1995) 
〈句) [自分のしたことを〕やましく思う。「民子が少し長居をすると、も
う一・めて心配でならなくなったく伊藤左・野菊の墓>J
四つの辞書における意味の記述は、表現上の多少の違いはあるが、本質的には同じ
と言ってよかろう O 要するに、「やましさ」ゃ「後ろめたさJという感情を記述して
いる。しかし、個々の記述をみていくと、微妙な差異が見られる。④のように[やま
しさjのみに置き換えているもの、③のように「後ろめたさ」と「申しわけなさjの
ふたつを記述しているもの、②のように「やましさ」と共に「気が差すjという他の
「気」の慣用表現を併記しているもの、①のように「やましさ」と共に「気おくれ」
という「気」を構成要素として持つ語を用いた記述をした上でさらに「気が差す」と
いう他の「気」の慣用表現を併記しているものといったように、細かい点においては
すべて異なっている。また、主体の深い後悔や反省を暗示する「後ろめたさ」と必ず
しもそうとは言えない「やましさ」とは、意味が完全に一致するわけではない。その
点、「後ろめたさ」と弁解の余地なく全面的に自己の非を認める「申しわけなさjを
記述している③は、他とは異質である。さらに、いずれも、感情の前提としての“罪
の意識"との因果関係が不明瞭である。「非難jあるいは「心配」という気持ちを核
に、因果関係を整理し、より明確な意味の記述ができないであろうか。少なくとも
“自分の行った言動に対する白己の良心に照らした他者への罪の意識"について要因
としての言及がなされる必要があるのではなかろうか。
以上の考察を通して、「気がとがめる」の意味の記述に関して次のような課題を指
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摘することができょう。
①「気がとがめる」という感情の要因として具体的にどのようなものがあり、それら
はどのように分類するとわかりやすいか。
②「気がとがめる」という感情はどのようなものであり、またどのように分類すると
わかりやすいか。
これらの課題を解決するために以下、用例に基づいて「気がとがめる」の意味用法
について分析を行う。
3.意昧用法の分析
3.1 意昧 1
3.1.1 用例
①先生がたの自転車置場は、玄関の左わきにあって、そこにはいつも数台の自転車が
ならんでいた。すると怒る先生と、怒らない先生と両方いて、怒らない先生の自転車
は、しょっちゅう子たちの遊びに持ちだされていた。安達先生の自転車は、たった一
台だけの婦人車だった。足の短い子どものための練習用としてはたいへん好都合であ
る。わたしは、それをひきだして、練習にいそしんでいた。(中略)そんなふうにし
て自転車に慣れたため「自転車」にめぐりあうたびに、いつも安達先生のことをおも
いだす。自転車は、今でこそ母ちゃんたちの買いもの用か、子どもの遊び用具ていど
のものにとりあっかわれているが、三十年前はとても重要な交通機関であった。した
がって、価格の面でも、先生の給料の三か月分ぐらいもださなければ買えない、とい
うだいじなものだった。それを無断で借用したのだから、子どもながらにも気がとが
めるのはあたりまえだ。(佐藤藤三郎『どろんこの青春 農村・狸森から若者へj ポ
プラ社 1979) 
②私はいまから、ず、っとここに寝泊りして、先生の看病をすることを約束した。彼は
乱闘の現場から救急車でここへ連れて来られたのだった。着かえの衣類はもちろん、
洗面具もタオル一枚も無かった。私は先生からアパートの鍵をうけ取った。夜が明け
たらアパートの部屋へ行って、衣類やその他の品々を取って来なくてはならなかった。
私の存在が、いまは石黒さんにとって必要だった。私は不幸ではなかった。私以外の
誰も、先生の身辺を世話してやれる者は居なかった。私は生き甲斐を感じ、彼のため
に働けることの喜びを感じていた。彼の不透が、私にとっては幸運みたいだった。そ
の意味で私はエゴイストだった。私は自分がすこしばかり狭滑であるように思われ、
気がとがめた。(石JI達三『充たされた生活j 新潮社 1980) 
③「女子大生なのよ、私だ‘って。お金のほしい可愛い女子大生」可愛い、というとこ
ろは、少々気がとがめたのか、戸がやや低くなった。「あなたがやるの?J知美は目を
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丸くした。「いけないわ、そんな!J I本当にゃりゃしないわよ。ただ、相棒というの
を見つけりゃいいわけなんだから。分かる?J Iええ、でも…J知美は不安げに言っ
た。「あなたに、もしものことがあったら…JI大丈夫。私はね、そう簡単には死なな
いんだからJIでもスーパーマンじゃないんでしょう?J I失礼ね、これでも女よ」と、
明子は腕を組んだ。(赤川次郎『忘れられた花嫁j 角川書庖 1987) 
④「わが子…?J秀子はまるで反問するように肢く。「ユリ子さんはやっぱり原沢さ
んのお子さんだったんでしょう?あなた方お三人は、偶然近所にお住まいになる以前
から、実は深く結ぼれていらした…ワ」立ち入りすぎる、と気がとがめながらも、青
子はどうしても最後の真実を知りたいという欲求を抑え切れなかった。何秒かののち、
秀子は小さく二、三度頭を振った。「それじゃあーやっぱり周防さんの?J Iいいえ」
答えてから秀子の顔に、かすかに寂しげな微笑がたちのぼった。(夏樹静子 f駅に件
つ人j 講談社 1990) 
⑤「瑞穂、お姑さんともめて大変みたいJIへえJ瑞穏というのは笑子の高校時代か
らの親友で、笑子いわく、彼女の「唯一の友人」である。快活な感じの人で、何度か
あったが笑子とあまりにもかけはなれたキャラクタ なので、二人のやりとりをみて
いるとちぐはぐでおもしろい。「世間のお姑さんって、無理ばっかり言うものみたいj
うちのお姑さんはすごくやさしいのにね、と言った笑子の芦が素直だったので、僕は
少し気がとがめた。一生独身を決め込んでいたホモの息子が、やっと好きになった女
性なのだ。セックスなしでも構いません、と言って僕の妻になった女に、おふくろが
やさしいのは妥当である。逃げられでもしたら一大事だと思っているのだ。医者なん
て信用商売なのよ、とおふくろはよく言っていた。いつまでも独身じゃあぐあいが悪
いでしょ。いきなり顔にクッションがとんできたのでおどろいて見ると、笑子がソファ
の上で口を真一文字にしていた。 f人の話をきいてないっJ0.工図香織 fきらきらひか
るj 新潮社 1991) 
⑥「こんなに薄くなれるのか。JIいったでしょ、片親は悪魔だって。悪魔は煙になれ
るし、サイズや形も変えることができるのよ。JIそんなことができるのならなんだっ
て縛られたりしたんだワJIとっさにはできないの。」スレナデイはくやしそうに答え
た。「たった一度、姿を変えるのに一時間以上はかかる、なのにあなたは一時間以上
わたしに時間をくれたことがない。」おれはまたもや気がとがめた。(ピアズ・アンソ
ニイ/山田順子訳『幽霊の勇土J 早川書房 1992) 
⑦午後 書斎から出てきた家人は、スッキリ、明るい顔をしていた。お天気で、朝の
うちはどんより曇った空模様をしきりにうっとうしがっていたのに…。「いやあーホ
ァとしたよ、いいこと言ってくれるなあ、あの先生は…」臨床心理学の河合隼雄先生
の著書『老いのみちjを読んでいたらしい。「こっちはなにしろ、昔のものだからね、
毎日こうやってのんびり暮らしていると、時々フッと気がとがめて図っていたんだ。
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こんなことしていいのかなあ…こんなに怠けていて、なんて…J(沢村貞子『老いの
楽しみj 岩波書庖 1993) 
③善行は、「奥」へは、めったに足を踏み入れない。女児のさっきは三歳になってい
るが、この子に愛情がわかなかった。成長するにつれて、ますます、善行とは違う面
差しになってゆく。母親似であっても、険のある、可愛げのない容貌である。解雇し
た若党、藤三郎にも似ていないようだ。(一体、誰の種だ)と、思わないではないが、
それほど悩むこともなく、お秋に愛憎の念もわかない。武士の面目、男の自尊心とい
うものも、ほとんど感じなかった。お秋は、まともな人間ではない、と思えば、あき
らめがつく。お秋も、さすがに気が答めるのか、飽きてしまったのか、善行を求めよ
うとしなかった。(堀 和久『長い道程』 講談社 1993) 
⑨私は椅子に体を沈めた。私にこれほどはっきりわかるのに彼の方が気づかないとは
信じがたい思いがする。十五年の余も私を見ていないし、私の容貌はこの数か月の聞
にひどく変わってしまったのだということを思いださねばならなかった。(中略)首
の筋肉が強ばり、予告もなしにひきつった。刃がすべって喉仏のすぐ上を切った。
「ややっ!Jと彼は叫んだ。「しまった……なあに大丈夫。お客さんが動いたもんでね。
こりゃ、ほんとにすみません」彼は流しにとんでいきタオルを濡らした。鏡の中の鮮
紅色の泡と、喉首を流れていく細い血の筋を私は見つめた。彼はあわてふためき、弁
解しながらそれが上掛けにおちないうちに拭いとった。ずんぐりしているわりにきび
きびと動きまわる姿を眺めながら、こんなふうにだましているのに気が各めた。正体
を明かして、あの腕で肩を抱いてもらいたいと思った、そうすれば昔のことを語りあ
えるだろうから。しかし私は、彼が切傷に止血用パウダ を塗りおわるのを待った。
(ダニエル・キイス/小尾芙佐訳『アルジャ ノンに花束をJ 早川書房 1994) 
⑩同棲している壮太も、同じ活でパ テンダ をしているのだから睡眠に関しては条
件が同じである。とにかく、収集日の朝にゴミを出そうというのは論外なのだ。だか
ら、ゴミは収集日の前夜に出すことになる O 寝る前に、時にはパジャマ姿とかで収集
場所に持っていくのだ。同じような生活の人も何人かいるらしく、大抵はそこにもう
ゴミ袋がいくつか置いてある。ここまではやむを得ないことだと思うから、そう気は
とがめない。それ以外では、聡美はわりにきっちりと社会ルールを守るほうである。
時々学生などにいる、自分勝手で常識のないバカとは違うんだと思っている。だから、
燃えるゴミと燃えないゴミだ、ってちゃんと分別している。それを東京都推奨のゴミ袋
に入れて出している。そして、収集日の前日に出すとは言っても、それは深夜のこと
である。少なくとも、前日のまだ日があるうちに平気で出したりとかはしない。そこ
までは、キチンとするのがまっとうな大人だと忠っているのだ。(亦川次郎ほか『二
十四粒の宝石j 講談社 1998) 
⑪こんなおめぐみまで授けていただいてありがとうございます。こんなうまいやりか
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たで、気がとがめることもなく、じゃまでしかたがなかった重い石までとりのけてい
ただくなんて、と言ったのです。(野村 玄『グリム童話4J 筑摩書房 2(02) 
⑫それからどうかしてこの家のなかへ入って見たいという好奇心がどうもおさえ切れ
なくなった。さでつくづく考えるうちに、私は決心をした。この家の中に入って行こ
う。留守中でもいい入ってやろう、もし主人が帰って来たならばおれは正直にそのわ
けを話すのだ。こんな変った生活をしている人なのだから、そう話せばなんとも言う
まい。返って歓迎してくれないとも限らぬ。それにはこれまで荷厄介にしていたこの
絵具箱が、おれの泥棒ではないという証人として役立つであろう。私は虫のいいこと
を考えてこう決心した。(中略)それにしてもいったい、この家の主人というのはな
にものなのであろう。どこへいったのであろう。すぐ帰るだろうかしらo 入ってみる
とさすがに気が各めた。それで入ったことは入ったが、私はしばらくはあの石の大き
な水盤のところで直立したままでいた。その水盤はやっぱり外から見たとおりで、高
さは膝までくらいしかなかった。(佐藤春夫 f西班牙犬の家j 講談社 1965) 
3.1.2 意昧
①~⑫の用例に共通しているのは、自らの言動を非難しようとしている状態を示し
ていることである。
①~⑪は原因として“マナ 、エチケットなどの社会的ル ルや一個の人間として
の倫理に反する行為に対する自己の良心に照らした他者への罪の意識"があげられる。
その意識を具体的にあげると以下のようになるo
①よく知っている先生の自転車でかつ借用が黙認されているとはいえ、無断で借用
すること
②看病ができるということで愛する人の不運に結果的に幸せを感じていること
③客観的な理由もなく、他者の面前で自分で自分を可愛いということ
④子供の認知という他者のプライべートな問題に立ち入りすぎること
⑤自分の母親が姑としてやさしい本当の理由に気付かず素直に信じている笑子に、
その理由を知らせることもなく結果的に相手をだましていること
⑥姿を変えるだけの十分な時間的余裕を与えないでおいて、相手が変身に手間取り
ミスを犯したことを非難すること
⑦老いを迎えた状況とはいえ、毎日怠けたようにのんびり暮らしていること
③夫以外の男性との聞に子供を産んだこと
⑨自分は認知できた|日知の相手が、自分を認知できないでいる状態で、自分から名
乗り出ることもなく結果的に相手をだましていること
⑮ゴミを収集日の前日に出すこと
⑪自己中心的な都合のいい方法で問題の解決にあたること
(6 ) 
これらの罪の意識の背景にある「マナー、エチケットなどの社会的ルールや一個の
人間としての倫理jすなわち行動規範はそれぞれ次のものが想定される。
¢他者の持ち物を無断で借用すべきでない
~他者の不幸に幸せを感じてはならない
③他者の前で自分のことを誉めるべきでない
G:他者のプライベ トな問題に立ち入りすぎるべきではない
⑤たとえ結果的とはいえ、相手をだましではならない
⑥相手に物事を依頼するなら少なくとも最低限の条件は整えるべきである
⑦たとえ老いを迎えた状況でも、毎日自制心をもって精進すべきである
a夫以外の男性との聞に子供を産むべきでない
⑨相手が旧知の人ならたとえ相手が忘れていても自分から名乗り出るべきである
⑬ゴミは収集日当日の朝出すべきである
⑪自己中心的な御都合主義的な方法で問題の解決にあたるべきでない
⑫は原因として“結果的な犯罪的行為に対する自己の良心に照らした他者への罪の
意識"があげられる。その意識を具体的にあげると以下のようになる。
⑫たとえ好奇心からとはいえ、見知らぬ人の家の中に無断で侵入すること
「気がとがめる」が、“良心"の所持を前提としている点において、⑫のような犯罪
的行為を示す例はきわめて稀である。また、稀にそのような例があった場合も、合理
的な弁明や言い訳が伴う。例えば、⑫の場合は、以下のような弁明や言い訳が伴って
いる。
⑫もし主人が帰ってきたら、所持していた絵具箱によって自分が泥棒ではないこと
を証明した上で、写生をするための散歩中に魅力あふれる家を発見しつい好奇心から
中に入ってしまった旨を正直に話すつもりでいること
以上、“自らの言動を非難しようとしている状態"の原因として特徴的なのは、人
間関係にかかわる点である。 12例のうち②⑦⑮以外の9例が、他者との直接的な付
き合い方についての行動規範を前提にした意識を“気がとがめる"という心理状態の
原因として持っている。⑩は直接的な人間関係と言うよりも地域社会の一員としての
行動規範を、また、②⑦は一般社会の一員としての行動規範を前提とした自己の良心
に照らした他者への罪の意識を原因としており、人間関係にかかわるという点で、他
の9例と共通点を持つ。「気がとがめるjの意味のーっとして、“マナ 、エチケット
などの社会的ル ルや一個の人間としての倫理に反する行為あるいは結果的な犯罪的
行為に対する自己の良心に照らした他者への罪の意識が原因となって、白らの言動を
非難しようとしている状態を示す"点があげられよう O
(7) 
3.2 意味1
3.2. ，用例
①「浮気の相手は、病気になったかなJrえ?J夏枝は思わず高木を見た。「村井は女
たらしだが、あんたにだけは本気だ、ったようだな。今日村井を見舞ってきましたよ」
村井は高木の遠縁だった。「いろんな男の思いのかかったフラウ(妻)をもって、辻
口もラクじゃなかろうなJrゃあ、来てたのか」啓造は、出かけた時とは反対に、き
げんのよい声で部屋に入ってきた。(中略)虫の声が聞こえている。高木が来たのは
葬式以来初めてだった。「元気か?J rえ?J rお前は元気か?J rまあねJr村井が
テーベだ、つてな。迷惑かけたな。Jrいや、こちらこそ。病気になるほど酷使したよう
で気がとがめている。Jrナーニ、体を壊したら、あいつは女遊びで壊したんだ。Jr遊
ぶ? 村井がJrだろうな。マージャンはやるしJr仕事はよくやってくれたよJrい
なくなった方がいいよ。お前のためにもJrどうして? 病院は困るよJr村井も悪い
男じゃないんだ、アレで。しかし女ぐせがわるいJ(三浦綾子 f氷点j 朝日新聞社
1965) 
②「わかった。眼帯をはずすよ。そうすれば医局に行くべきだって、きみにもわかる
さ。Jrたぶんね。」水蓮が眼帯を取ろうとしているあいだ、銅貨は自分の好奇心から
無理強いしたようで、なんとなく気がとがめていた。日頃、水蓮は見栄えや人目など
いっさい頓着しない性質である。その彼が眼帯を外すのを拒んだからには、よほど見
せたくなかったのだろう。(長野まゆみ『天体議会』 河出書房 1994) 
③藍子は、あかねのお尻のあとを歩いている。大きな牛はとても従順だ。樹生に引か
れるまま山道を笠っていく。祖父が風邪をひいて寝込んだらしい、機子を見てほしい
と母に頼まれた時、藍子は、先日風呂の焚き口で祖父がしていた咳を思い出した。祖
父の視線を振り切って帰って来てしまったから、何だか気がとがめて落ち着かなかっ
た。ちょうど土曜日、休みだったので藍子は山の中の一軒家を訪ねることにした。
(四季さとる『民宿猫岳j 文芸春秋社 1998) 
3.2.2 意味
①~③に共通するのは、自らの言動を非難すると共にその後の状況を心配している
状態を示していることである。それらの原因として“自分の行った言動に対する自己
の良心に照らした他者への罪の意識"があげられる。その“意識"を具体的にあげる
と以下のようになる。
①自分の病院で相手を医者として酷使したようになったこと
②拒む水蓮の眼帯を無理強いして外させたようになったこと
③病気の祖父の視線を振り切って帰って来てしまったこと
その後の心配される状況としては以下のものがあげられる。
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①酷使によって体調を崩したり病気になったりすること
②見せたくないものを見させられて精神的に傷つくこと
③風邪で寝込んでいる祖父の体調が自分の世話がないためにさらに悪化すること
以上、“自らの言動を非難すると共にその後の状況を心配している状態"の原因と
して特徴的なのは、意味 Iと同様に人間関係にかかわるという点である。「気がとが
める」の意味のーっとして、“自分の行った言動に対する自己の良心に照らした他者
への罪の意識が原因となって、自らの言動を非難すると共にその後の状況を心配して
いる状態を示す"点があげられよう。
3.3 用法
3.3.1 文型
文型に関しては、「ダレダレは一一一一。Jとなる。“ダレダレ"は基本的に l人材、と
なる。過去形の場合(意味Iの③)は3人材、も可能である。「気がとがめる」の直前
に“〈動詞)+のは"が使われる用例はなかったが、実際には、‘そんなことをするの
は、さすがに気がとがめた。'のようなものがありえる。「の」の代わりに「ところ」
を使い、“〈動詞>+ところは(意味Iの③)"となることもある。また、“〈動詞〉十
のに(意味 Iの⑨)"“〈動詞>+と(意味Iの④)"となることもある。これらはいず
れも、格助詞を構成要素として持つ(代用及び省略される場合もある)文型であり、
「気がとがめるjという心理状態の対象を節の形式で示している。一方、“ので(意味
Iの⑤)"“から(意味Hの③)"“と(意味Iの⑦⑫)"のように、接続助詞を構成要
素に持つ文型による理由説明が入る場合もある。連用中止法で理由説明をする場合
(意味Iの②)もある。また、直前に連用修飾語として、“フッと"“なんとなく"“何
だか"といった漠然とした様子を示す表現や“少々"“少し"といった程度を示す表
現が少なからず使用される。“さすがに"という逆接のニュアンスを持つ副詞によっ
て、自己の良心に照らした自らの言動の限度を表現する場合(意味 Iの@)もある。
また、直前に“ょうで"という助動詞を用いて、自己の言動が他者に与えた影響の推
測を表現する場合(意味Eの①②)がある。
3.3.2 文法
文法に関しては以下のような表現は可能である。
連用修飾を受けうる 少々気がとがめる/まったく気がとがめる
連体修飾句に立ちうる
否定の表現をとりうる
質問・疑問の表現をとりうる
気がとがめること
気がとがめない
気がとがめるか
しかしながら、以上の用例は例外的なものであり、自由度が高いとは言いにくい。
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また、以下のように制約が多い点には注意が必要である。
連体修飾は受けえない *私の気がとがめる
句中に連用修飾語を挿入しえない *気が非常にとがめる
名詞勾に転換しえない 申気とがめ
4. r気がとがめるjの意味用法
以上の考察結果に基づき、ここでは「気がとがめる」の意味用法をまとめておく
ことにする。
〈意味〉
意味は2つに大別することができる。第一に、自らの言動を非難しようとしてい
る状態を示す。その原因としては、“マナー、エチケットなどの社会的ルールや一
個の人間としての倫理に反する行為あるいは結果的な犯罪的行為に対する自己の良
心に照らした罪の意識"あげることができる。第二に、自らの言動を非難すると共
にその後の状況を心配している状態を示す。原因としては、“自分の行った言動に
対する自己の良心に照らした他者への罪の意識"があげられる。以上の心理状態及
びその原因は、複合する場合もある。特に、心理状態に関しては、自己の言動を非
難し後悔する状態とまとめることも可能である。また、原因に関しては、人間関係
にかかわる状況での自己の良心に照らした他者への罪の意識である点を指摘するこ
とができる。異なる人聞が同じ言動をしても、良心の程度によって、他者への罪の
意識には差異が生じる。その意味で、他者への罪の意識は良心の程度に比例し、ま
た、許容される言動は良心の程度に反比例するといえる。「気がとがめるJという
表現の意味の中核には、日本人の“良心と罪の意識"があるが、これが、西洋的な
“神との契約に基づく良心と罪の意識"というよりも、人間と人間との問に自然と
形成される日本的な“世間の常識に基づく良心と罪の意識"という要素を強く持つ
点に特徴があるといえよう。
〈文型〉
「ダレダレは+ (A) + (B) +一一一。」
Aには“…のは"のように格助詞を用いて「気がとがめる」という心理状態の対
象が示す表現が使用されたり、“…ので"“ーから"“…と"のように接続助詞を用
いて理由を説明する表現が使用される場合が多い。また、 Bには連用修飾語として
“どうも"“何か"“なんとなく"のように漠然とした様子を示す表現や“少々"“多
少"“少し"のように程度の小ささを示す表現が少なからず使用される。これは、
「気がとがめるjが自己の良心とそれに基づく罪の意識を基底とする主観的な心理
状態であり、また、相対的に程度の高い良心を有する表現主体が極めて大きな罪の
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意識を持つような言動を少なくとも意識的にとるようなことはないことを示してい
る。「ダレダレ」は基本的に l人材、である。
〈文法〉
連用修飾は、「どうも気がとがめるJr少々気がとがめるjのように受けることが
可能である。「気がとがめること」のような連体修飾句に立つことは可能である。
否定形は可能であるが、必ずしも一般的でない。ほとんど文の述部として使用され
る。過去形は可能であるが、連休修飾、句中への連用修飾語の挿入、名詞匂への転
換などはできず、文法面で比較的制約が多い。
5.おわりに
本稿では動詞性の「気」の慣用表現として「気がとがめるJを取り上げたが、現代
(l965~2002) の実際の用例を通して、意味として二つがありそれぞれの感情には独
自の原因があること、また、その原因の共通点が人間関係にかかわることにある点が
明らかになった。今後は、「気がとがめるjと類義牲の高い「気が差す」という遼巡
の表現、「気が悪い」という形容詞・形容動詞性の感情表現、「気にするJr気になる」
「気にかかるJr気が痛むJr気に病むJr気で気を病むJr気が落ちるJr気が落ち込む」
「気が挫けるJr気が沈むJr気が滅入るJr気が欝するJr気がふさぐJr気が腐る」
「気が詰まるJr気がせくJr気が採めるJr気も漫ろだjなどの表現の考察を課題とし
たい。
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